





































































































































8) ~経済学批判』訳， 148ペー ジ，傍点引用者。
9)向上， 148~ 9ペー ジ。
10) ~資本論』第 1 部，大月書底，訳， 155ページ。傍点引用者。以下，同書からの引用はすべてこれ
による。






























(~立教経済学研究』第34巻第 4 号， 1981年3月〉第3章参照。


























































































































































































22) ~資本論』第 1 部，訳， 154ペー ジ。




















































































































































35) ~経済学批判』訳， 155ペー ジ。





























37) ~経済学批判』訳， 114ペー ジ。



















































































































































44) W経済学批判要綱~ (大月書庖，高木幸二郎監訳)I.訳， 130-1ページ，圏点引用者。訳は同じ
ではない。

















46) W資本論』第1部，訳， 175ペー ジ。




















































擁護(lI)JC~城西経済学会誌』第11巻1 ・ 2 ・ 3合併号， 1975年1月)193ページ参照。
なお後の脚注目〉を参照。
50) ~資本論』第 1 部，訳， 168-9ぺー ジ。
51)最低金量部分と限界的金量部分との比率を考えることは，無意味な観念的遊戯とは思われなし、。高






























































































































































めにJ~立教経済学研究』第21巻第 3 号， 1967年， 10ペー ジ〉。





























57) 三宅義夫『金融論〔新版J~ (有斐閣双書， 1981年)200-1ペー ジ。
58)三宅義夫氏がm資本』の『前章』をなす商品および貨幣のところでの貨幣の変化〔金属流通の専
一的紙幣流通への変化〕は『資本』全体に作用を及ぼすJ(前掲『資本論体系 6 利子・信用~ 223 
ペー ジ〉とLづ場合，その作用は以上のようなこ面的なものと考えられる。
59)主に第1の面に関連する理論的研究としては久留間健「不換制下における銀行信用の膨張とインフ











60)以上のことを言い換えれば，現代インフレーションを把握するためには， ~資本論』第 1 部第 3 章
で与えられる紙幣の基本規定を踏まえた上で，紙幣流通法則は「経済学的諸範囲毒の全体系とのあいだ
の生きた関連J(~経済学批判』訳， 248ページ〕において具体化されねばならぬということであると
考えられる。
